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一
八
六
四
年
英
国
で
兵
士
達
を
性
病
か
ら
守
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
「
○
○
口
国
四
○
尻
目
器
開
閉
ン
ｇ
伝
染
病
（
Ⅱ
性
病
）
予
防
法
」

は
、
幕
末
以
来
英
国
海
軍
の
来
航
を
見
た
日
本
に
お
い
て
も
、
「
検

徽
」
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
と

英
国
海
軍
は
明
治
政
府
に
「
検
徽
制
度
」
の
導
入
を
勧
告
し
て
い

く
。
ま
た
そ
の
た
め
に
、
海
軍
医
官
ジ
ョ
ー
ジ
Ⅱ
ブ
ル
ー
ス
Ⅱ
ニ

ュ
ー
ト
ン
が
香
港
よ
り
派
遣
さ
れ
、
彼
は
明
治
四
年
長
崎
で
病
死

す
る
ま
で
、
横
浜
・
兵
庫
・
長
崎
の
開
港
場
で
遊
郭
の
娼
妓
達
の

検
査
と
梅
毒
病
院
の
建
設
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ト

ン
は
明
治
政
府
や
大
学
東
校
に
、
梅
毒
病
院
建
設
や
医
師
の
養
成

の
必
要
性
を
建
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
伝
染
病
予
防
法
」

を
背
景
と
す
る
英
国
側
の
「
検
徽
制
度
」
導
入
の
働
き
か
け
は
、

そ
れ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ひ
と
つ

17

検
徽
制
度
の
導
入
と
英
国
「
伝
染
病
予

防
法
」
ｌ
国
権
問
題
と
日
本
人
医
師
の
養
成
Ｉ

大

川

由
美

は
売
買
春
の
取
り
締
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う
問
題
で

あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
医
療
水
準
の
問
題
で
あ

る
。

明
治
五
年
の
「
娼
妓
解
放
令
」
の
公
布
は
、
英
国
側
に
売
買
春

の
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
な
く
な
り
梅
毒
が
蔓
延
す
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
を
抱
か
せ
た
。
そ
の
た
め
英
国
側
は
「
検
徽
」
の

導
入
を
明
治
政
府
へ
勧
告
し
、
売
買
春
の
取
り
締
ま
り
も
要
求
し

て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
英
国
側
の
積
極
的
な
行
動
に
対
し
て
、
明

治
政
府
は
「
検
徽
制
度
」
の
導
入
を
図
り
、
明
治
九
年
に
は
、
各

府
県
に
対
し
て
貸
座
敷
に
お
け
る
検
徽
の
実
施
を
命
じ
る
内
務
省

達
が
出
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
期
、
明
治
政
府
内
で
は
英
国
側
の

行
動
は
「
国
権
問
題
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
て
い
た
。

す
で
に
明
治
五
年
の
段
階
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
後
任
者
セ
ジ
ュ

ウ
キ
の
離
任
に
際
し
て
、
外
務
省
は
後
任
の
英
国
海
軍
医
官
の
派

遣
を
謝
絶
し
た
い
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
英
国
側

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
後
任
の
海
軍
医
ヒ
ル
が
着
任
す
る
。
更

に
ヒ
ル
が
出
張
中
に
英
国
領
事
が
梅
毒
病
院
の
事
務
ま
で
統
括
す

る
こ
と
に
対
し
て
の
不
満
が
神
奈
川
県
か
ら
も
出
さ
れ
、
「
御
国
権

の
問
題
」
と
認
識
さ
れ
る
。
ま
た
無
給
の
英
国
海
軍
医
官
に
よ
る
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横
浜
・
兵
庫
・
長
崎
の
梅
毒
病
院
の
管
轄
も
「
不
体
裁
を
免
れ
ず
」
、

英
国
主
導
の
「
検
徽
」
の
展
開
と
認
識
さ
れ
る
。
実
は
こ
の
よ
う

な
英
国
側
の
行
動
の
背
景
に
は
、
日
本
の
医
療
技
術
に
対
す
る
不

信
感
が
存
在
し
て
い
た
。
建
設
さ
れ
る
梅
毒
病
院
の
施
設
と
し
て

の
問
題
、
担
当
の
日
本
人
医
師
の
技
術
の
低
さ
、
劣
悪
な
薬
、
こ

の
よ
う
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
英
国
側
は
管
轄
権
を
日

本
側
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

日
本
側
に
と
っ
て
英
国
海
軍
医
官
の
派
遣
を
謝
絶
す
る
と
い
う

「
国
権
問
題
」
は
、
英
国
側
に
と
っ
て
は
「
検
徽
」
が
行
わ
れ
る

た
め
の
医
療
環
境
の
整
備
と
日
本
人
医
師
の
養
成
問
題
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
英
国
と
明
治
政
府
間
で
た
び
た
び
の

協
議
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
英
国
側
と
の
交
渉
は
外
務
省
が
担

当
し
て
い
た
が
、
医
療
に
関
す
る
こ
と
は
文
部
省
か
ら
明
治
八
年

に
内
務
省
へ
と
移
さ
れ
、
明
治
一
○
年
に
は
初
代
衛
生
局
長
長
与

專
斎
が
就
任
し
、
英
国
側
と
の
交
渉
に
も
内
務
省
衛
生
局
が
参
加

し
て
い
く
。
明
治
二
年
に
は
梅
毒
病
院
は
衛
生
局
内
に
組
織
付

け
ら
れ
、
衛
生
局
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
英
国
側

と
明
治
政
府
と
の
協
議
の
中
で
、
開
港
場
に
お
け
る
梅
毒
病
院
の

医
療
水
準
は
内
務
省
衛
生
局
が
責
任
を
持
っ
て
解
決
す
る
こ
と
、

今
後
は
内
務
省
が
英
国
と
の
交
渉
に
前
面
に
出
て
い
く
こ
と
が
明

言
さ
れ
る
。
そ
し
て
明
治
一
四
年
に
外
務
省
か
ら
森
有
礼
駐
英
公

使
に
対
し
英
国
本
国
で
の
英
国
外
務
省
と
の
協
議
の
訓
令
が
出
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
開
港
場
に
お
け
る
梅
毒
病
院
の
管
轄
権
は
日
本

側
へ
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
報
告
で
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
史
料
「
横
浜
・
兵
庫
．

長
崎
英
国
海
軍
医
監
督
一
件
」
を
中
心
に
使
い
、
な
ぜ
梅
毒
病
院

問
題
が
明
治
政
府
に
は
「
国
権
問
題
」
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
か
、

一
方
、
「
伝
染
病
（
Ⅱ
性
病
）
予
防
法
」
を
背
景
に
持
つ
英
国
側
に

は
、
日
本
の
医
療
水
準
や
医
師
の
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
さ
れ

た
の
か
を
検
証
し
、
更
に
、
内
務
省
衛
生
局
に
よ
り
最
終
的
に
こ

の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
政
治
的
意
味
を
考
察
し
た
い
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
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科
博
士
後
期
課
程
）


